
　このたび本誌は通刊����号となり，ここに記
念号を出版することとなった．
　さて，最初に申しあげておかなければならな
いのは，通刊����号とはいつから数えてかにつ
いてです．����年（明治�年）の本学開設以来，
様々な本学関係のアカデミックな内容のあるい
はコミュニケーション中心の雑誌が出版されて
きた．現在の京都府立医科大学雑誌は，森本ら
（京都府立医科大学雑誌���，����）によると，
����年（明治��年）に創刊された校友会雑誌
（図�）に端を発し，途中����年（昭和�年）
に純学術誌としての京都府立医科大学雑誌（図
�）となり今日に至っている．整理しておかなけ
ればならないのは，����年（昭和�年）の時，
巻は�巻としたが，号は校友会雑誌からの通号

とし���号としたため，巻と号が一致しないま
ま今日に至っていることである．もちろん，今
回の����号は校友会雑誌からの通号によるも
のである．
　京都府立医科大学百年史によると，この明治
��年に発行された�号や昭和�年の第１巻の発
行には，発行すべきバックグラウンドがあった
ようである．����年（明治��年）の校友会雑
誌の創刊は，医学校として第１回卒業生１２名
が巣立つとともに浄土寺誓願寺にて第１回解
剖体大法会をおこなわれる（����年，明治��
年），療病院と医学校の間の垣根が取り払われ
る（����年，明治��年）など，療病院・医学
校における医学教育が軌道に乗り，����年（明
治��年）に行われた明治政府による医学校整理
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（府県立��校が�校に減少）の危機も乗り越え，
財政的基盤が固まってきた時期である．また，
大日本帝国憲法の発布（����年，明治��年）
や金本位制の実施（����年，明治��年）など
国としても一人前になってきた時期とも一致し
ている．
　また，昭和�年の１巻（���号）が発行され
る前には，大学令の公布（����年，大正�年）
があった．これにより，帝国大学以外にも公立
私立大学や単科大学の設立が認められ，����年
（大正��年）に京都府立医学専門学校は昇格し
京都府立医科大学となった．ただ，昇格だけで
なく，学術研究の面で大学にふさわしい環境が
必要として，その後予科校舎・花園分院の完成
（����年，大正��年）や学位授与権が認められ
たため毎月一回の学術集談会が組織された
（����年，大正��年，関東大震災の年）．そし
て，����年（昭和�年）に，大学初の純粋の学
術雑誌である京都府立医科大学雑誌発行を目的
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とした学術研究会が設立されたのである．この
ように，大学としての自覚･自負のひとつとし
て表れたのが，自らの研究発表の場として自ら
の雑誌を持つことである．このあたりの意気込
みは，“本誌発刊の辞”（図�）にあらわれている．
また，����年（大正��年）には初めての学位
授与者をだしたのであるが，その学位審査はき
わめて厳しいものであったようである．
　記念号では，山岸学長のほか，これまで本誌
の編集委員長を経験された，佐野　豊名誉教
授，森本武利名誉教授，今西二郎教授にご寄稿

いただいた．����号という国内でも稀な号数
を維持している京都府立医科大学雑誌の歴史を
振り返るとともに，本年法人化という大きな機
構改革の本学における意義について考える機会
になれば幸いである．
　尚，����号を記念して，基礎医学舎�階ロ
ビーの一角に本誌初期の巻・号を身近に見てい
ただけるよう書庫を設置することとなった．特
に，学生諸君や若い研究者にもご覧いただき，
我々の先達の本誌設立時の意気込みを感じ取っ
ていただきたい．
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　明治�年（����年）に東山の山麓に位置する
粟田口青蓮院の境内に「療病院」として診療と
医学・助産・看護教育を開始してから��年目の
明治��年�月��日に，京都府立医科大学雑誌
の第一号が，京都府立医学校「校友会雑誌」と
して発刊され，本号が通刊�����号発行記念号
として発刊されることに対しまして，心から慶
賀の意を表します．誠におめでたいことです．
永年に亘り医大誌発刊に御甚力頂きました皆々
様には心より敬意と御礼を申し上げます．
　校友会雑誌第一号を見ますと，縦書き��版
で，当時の学長（校長）である猪子止戈之助
（いのこ　しかのすけ）外科部長をはじめとした
�人の祝辞，��編の論説，�編の科学論文と�
編の雑録から構成されており，読んでいます
と，本学の歴史の重さを感じ，感無量のものが
あります．やはり，大学雑誌は大切な歴史を
語ってくれます．その意味で，通刊�，���号発
行記念事業として，基礎医学学舎�階にガラス
展示ブースを設置し，第�巻から数冊を順に展
示し，本学の皆様にその歴史を目で見て頂くこ
とに致しました．残りの全ての巻�，���号まで
は，基礎医学学舎三階の会議室に保存致します
ので，�月末以降に，皆様に本学の歴史を身を
もって感じて頂けることと思います．
　さて，大学で発行する雑誌が�����号となる
この機に，「大学の役割」について振り返ってみ
たいと思います．
　大学の第一の役割は，人材を育てる「教育」
をすることであると同時に，「豊かな教養を身
につけ，豊かな人間性を育む」場としての役割
があります．殊に医学部（医学科・看護学科）
は，ヒトを対象にする学部であり，医学・看護
学の専門分野と同時に一般教養を身につけさ
せ，豊かな教養人を育てる最終的な教育の場で

あるため，われわれ京都府立医科大学人はその
目的を果たすべく，環境づくりに最大の力を注
がなければなりません．
　大学の第二の役割は，日本・世界を支える「学
術研究」を行うことです．すなわち本学では，
日本・世界を代表する医学・看護学研究者が育
つべく，十分な研究環境を備えることは当然で
ありますが，それに加えて医工連携，薬学，福
祉，食環境をも視野に入れたヘルスサイエンス
系の研究もできる環境を整え，これらの学術を
育む場（ヘルスサイエンス系共同大学院）を造
る必要があります．
　ここで，個人に対する研究教育だけでなく，
研究領域全体への研究教育という視点での＜研
究の伝承＞について考えてみたい．現在まで，
日本のどこの大学でも，講座単位で縦割りの研
究体制が継続されてきたため，大学全体での研
究の伝承に困難なところが多かったのですが，
このことの反省に立って，本学での研究体制の
在り方について考えていきたいと思います．
　ひとつは，「大学院の在り方」について，社会
人大学院を含め，木村研究部長を中心に見直し
案を検討中であります．また，講座縦割りの研
究のみであった事に対して，私が学長に就任し
た年，平成��年（����年）の��月から，「研
究開発センター」（センター長：木村　實教授）を
創設して，講座横断的研究ユニットを造りまし
た．現在�つのユニットが走っておりますが，
今後全学に問いかけしてユニットを増加する予
定でありますし，その実体化に向けて場所と研
究費の割り当ても考慮しております．このよう
な“かたち”で新たな研究領域別システムを造
りつつありますが，今後も横のつながりを重要
視した横断的研究システム造りに力を入れてい
きたいと考えています．
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　ふたつ目は，もう一歩踏み込んで，基礎・臨
床の枠を越えるのは勿論のこと，各講座（寄附
講座も含め）の枠を越えた，しかも細かいテー
マ別よりももっと大きなくくりでの領域別研究
所（センター）を造り，大学全体としての「研
究の伝承」をしていきたいと考えております．
　こういった領域研究紹介，あるいはそれぞれ
の講座での研究報告を，京都府立医科大学雑誌
に掲載して，どの講座でどういった研究が行わ
れているかを全学の研究者に周知する中で，横
断的研究を組み立てる方向を期待していますの
で，医大誌編集委員会でも企画をして頂ければ
幸甚です．もちろん看護学科での研究報告もし
て頂き，大学全体で幅広い研究を進めて頂きた
いと思います．
　さて，医学・看護学系大学の第三の役割は，
臨床に強い医師・看護師を育て，住民に信頼さ
れる病院となるに充分な人材を輩出することで
あります．その意味では，明治�年（����年）
に創設された本学は，地域住民の人々，寺院，
開業医，花柳界の人々からの支援（寄附）を受
けて設立され今年で���年の歴史を持つ大学で
あり，京都府民にとどまらず近隣の府県，さら
には全国レベルで患者さんを診療している病院
であります．本学および附属病院は，地方大
学・その附属病院ではなく，全国レベルの大学・
附属病院であることを自負しなければならない
し，今後は世界の人達をも対象にする病院機能
を持つべく，着々と準備を進めているところで
あります．
　大学はいま，大きな変革期にあります．本年
�月�日より，荒巻禎一理事長を中心とする一
法人二大学のカタチで独立行政法人化をいたし
ました．法人化にあたってのキーワードは，①
迅速性，②弾力性，そして③透明性であると，

荒巻理事長が就任の御挨拶で話された通り，こ
の�つのキーワードの下に色々な新しい事の実
行に当たり，迅速性という点から，�日，�週間，
�ヶ月，�年（中期計画の半分の年）毎に「何が
新しく変わったか？」と自問自答しながら歩ん
でいるところです．
　しかしながら，本学は���年の歴史を背負う
大学でありますので，「変えてはいけないもの」
と「変えるべきもの」があります．この判断を
確実にしながら，法人化して「夢のある大学」
になった，と実感できる大学造りをしていきた
いと思い，着々と準備を進めているところであ
りますが，これには全学の構成員全員の皆様方
の絶大なる御協力無くしては成せるものではあ
りません．何卒よろしくお願い致します．
　いま，「大学の個性化，独自性」が強く求めら
れています．京都府立医科大学のアイデンティ
ティ造りに向かって，ひとこま，ひとこまを丹
念に確認しつづけると同時に，その緻密なプロ
グラムづくりとプロセスの充実化，成果の実体
化に全力を傾けたく思います．
　また，未来志向型思考に基づいて，絶えざる
“大学文化創造への挑戦”を命題として，
　　�　）強い大学
　　�　）選ばれる病院
を目指して努力して参りたいと思います．
　結びにあたり，京都府立医大誌通刊�����号
発行記念に際して心からの祝賀と，毎号毎号編
集業務に御甚力いただいております，あるいは
おりました現在および歴代の編集委員長をはじ
めとする各編集委員の先生方ならびに事務職の
皆々様の絶大なる御努力に対しまして，深甚な
る敬意と謝意を表し，今後�����号，�����号に
向けての歴史が刻まれることを祈念して，私の
お祝いの稿に代えさせていただきます．

��� 山　岸　久　一



　����年春に停年を迎えられた第一病理学教
授　荒木正哉先生の後を継いで，私が京都府立
医科大学雑誌（以下，京府医大誌と略す）の編
集・発行者に指名された．����年末，新たに正
式の編集委員会が発足した機会に､編集責任者
としての私の役割は免除されたが､発行者とし
ては����年に大学を退職するまで毎号の背に
私の名が印刷された．��年もの間，本誌と長い
絆をもった私にとって，通刊����号発行とい
う素晴らしい区切りの時を迎えることは大きな
よろこびであり，本誌の刊行に尽力されたすべ
ての方々と共にこの感激を分かち合いたいと思
う．
　����年に本学が医学専門学校から医科大学
への昇格を果たしたことを契機として，学内に
大学独自の純粋な学術雑誌をもとうという気運
が芽生えた．こうしてそれまで発行されてきた
学友会雑誌の内容が一新され，����年京府医大
誌第�巻�号が創刊された１）．以来，本誌は��
年を超える歩みをつづけてきたことになるが，
顧みてその道程は必ずしも平坦ではなかった．
この波瀾に富んだ歴史の中で，私が経験し，感
じたいくつかの思い出を綴り，寄稿の責任を果
たしたい．

 啓発された業績

　京府医大誌が創刊された当時は，わが国の医
学関係の学術誌も乏しく，本学で審査される学
位論文のほとんどがこの雑誌に掲載された．こ
の事情は当時わが国にあった��の医学部・医科
大学に共通していたので，それぞれの大学が発
行している学術誌の質は，自校の研究水準の高
さを示すバロメーターになっていた．
　私が研究に携わりはじめた助手のころ，
欧 米 の 研 究 者 の 論 文 に������������	
���

����������	��
�������
��
�����という雑誌に
載った業績がしばしば引用されていることを
知った．そして，それらの著者が本学の病理学
教室の角田　隆先生（荒木教授の先任，元学長，
わが国の神経病理学の創始者の一人）の門下の
方々であることに気付いた．ある日，私は荒木
先生を教授室に訪ね，角田門下の先生方の論文
別刷一式を取りまとめて私に頂けないかと申し
出た．先生は教授室の北側の壁全面を覆うよう
につくられた大きな書棚から，一部ずつ数多く
の論文別刷を引き出され，全業績を若造の私に
与えて下さった．この作業の間，当時，先生が
教授室で飼っておられた犬がソファーに寝そ
べってわれわれの動きを眺めていたことも忘れ
られない．
　角田先生ご指導の業績は充実した立派な内容
をもつものが多かったが，中でも大正��年卒の
俣野一郎２），三宅川廉平３）�両先生と，親子二代，
三人の本学学長を輩出された中村一族の一人　
中村文雄先生４）（昭和�年卒）のグリア細胞に関
する業績は，京府医大誌の誇れる論文であると
思う．ドイツ語で発表された三先生の論文別刷
は，若いころの私にとって宝であり，グリア細
胞の鍍銀や染色に参考としたのみならず，いつ
の日かこれらの先生の論文に劣らない充実した
仕事をしたいと心のよりどころにしていた．

 戦中・戦後と大澤徹翁氏

　雑誌の出版を長年月継続するためには，牽引
車となるすぐれた編集者を必要とすることはい
うまでもないが，情熱をもって編集者を支える
裏方の存在はそれ以上に大切かもしれない．京
府医大誌の編集と出版における陰の功労者の一
人として，��年もの歳月を京府医大誌とともに
歩みつづけた大澤徹翁氏の名を挙げることに異
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議を挟む学友は一人もいないと思う．
　日中戦争は����年に太平洋戦争に移行，拡
大し，青壮年の男子のほとんどは戦場に駆り出
されていった．大学は空洞化し，研究の灯は消
えた．京府医大誌の編集と発行の責任者であっ
た梅原信正教授（病理学）は����年春停年退
職され，後を引き継がれた赤野六郎教授（衛生
学）も����年��月に急逝された．物資窮乏の
状況下にあって雑誌の統廃合の気運が高まり，
また一方で印刷紙も市場から姿を消しつつあっ
た．����年以来，中央図書館職員，府立医大書
記という身分で採用された大澤氏は東奔西走
し，雑誌の危機を救った．
　終戦の年（����年）大澤氏は退職したが，乞
われてすぐに学術研究会の職員という不安定な
身分で復職し，再び京府医大誌とともに歩むこ
とになった．戦後，わが国の経済は一層悪化
し，用紙の購入は至難のこととなった．しかも
雑誌の内容は�号ずつ大阪に設置された連合国
軍総司令部���（�����������	
������）支部
の検閲を受けなくてはならなかった．終戦の年
にやむなく休刊になっただけで，あらゆる困難
を克服して京府医大誌の出版が継続されたのは
ひとえに大澤氏の献身的な努力に負うところが
大きい．
　次項に述べるように，新たな大学院制度，換
言すれば学位制度改革の過渡期に，大学は学位
量産の異常ともいえる時期を迎えた．この間，
大澤氏は京府医大誌に掲載されるすべて論文に
目を通し，誤字，脱字の添削，誤植の訂正，不
十分な引用文献の巻号ページの補筆などに寝食
を忘れて活動した．強烈な個性と独特な主張を
もち，僧職を副業とした大澤氏の思い出は，本
誌���巻記念誌に駄文を草した５）．

 学 位 濫 造

　����年代は明治以来続いてきた教育制度が
根本的に見直され，改められた混乱の��年に
なった．古い歴史をもつ大学に加え，多数の専
門学校が新制大学として新たな一歩を踏み出す
ことになった．さらに学位制度も見直され，大
学院博士課程を修了することが学位申請者に義

務付けられることになった．このような改革が
審議されはじめたころから，全国の医学部・医
科大学に学位取得を希望する多くの人が殺到し
はじめた．
　いろいろな事情で学位を取得していなかった
医師，戦時中に軍医養成を目的に設立されてい
た臨時医専の卒業生，台湾，満州，朝鮮半島に
存在した医学部・医専の卒業生，さらに多数の
歯科医専の卒業生たちなどさまざまな人たちが
学位審査権をもつ大学の，それも基礎医学教室
に押し寄せた．われわれの大学もこの人たちに
門戸を広げるため選科生，研究生，あるいは副
手などの制度をもうけ，多くの博士号取得希望
者を受け入れた．����年前後には��人を超え
る教室員をもつ基礎医学教室がいくつも存在し
た．
　�年間で主論文�編と，�～�編の参考論文を
発表することが学位取得の慣習となっていたか
ら，年間を通して量産される論文は膨大な数に
なった．その影響は当然京府医大誌に及び，年
�巻分厚い雑誌の発行がつづけられた．いくつ
かの大学では学位取得にまつわる不祥事が起こ
り，新聞紙上をにぎわした．
　旧制学位制度は新しい大学院制度の発足に
よって����年を境に姿を消した．こうしてあ
たかも潮が引くように，基礎医学教室から人影
が減り，一つの時代が幕を閉じた．

 新 た な 時 代

　私が京府医大誌に関わりをもつようになった
のは，学位濫造のほとぼりが冷め，約��年が過
ぎたころからであった．科学用語は急速に英語
に統一されるようになり，伝統を守ってきたフ
ランスとドイツ語圏の学術誌も次々と英文誌に
切り変えられていった．それぞれの学術誌の質
が客観的に評価されるようになり，研究者は少
しでもインパクトの強い雑誌に投稿することに
意を用いるようになった．科学者の業績が論文
掲載誌の質と数で点数化して評価される時代に
なって，オリジナルな研究成果を和文誌に発表
する意義はなくなったと思われる．こうした時
代の変化を反映して，長い間学位主論文を単著

��� 佐　野　　　豊



に限ってきた制約も外され，共著者の一人に
なっている論文も審査の対象にできるように
なった．
　
　大学院制度が確立された今日，「一定以上の
学術能力があると認定された者に授与される称
号」（広辞苑）としての学位を得るためにつくら
れる論文と，科学の発展に寄与する先端的な論
文とは分離して考えなくてはならないと思われ
る．本学の医師に研究業績の発表の場を与えよ
うとして発刊された京府医大誌の使命は終わっ
たといえる．
　私の中学生時代の恩師は，本のことを「お書

物」と言われ，部厚い本を枕にして寝ることな
どもってのほかだと諭された．この先生に感化
されて，私も本を大切に扱ってきたが，いつの
ころからか増えつづける雑誌をあっさり屑籠に
捨てるようになっている．
　最近の京府医大誌を読むと，編集委員の方々
がその内容に随分頭を使い，苦労しておられる
ことがよくわかる．後期高齢者の仲間入りして
いる私に名案が浮かぶはずもなく，ただただ委
員の方々のご努力によって京府医大誌が学友た
ちの誇れる雑誌として存続，発展することを期
待している．

���）森本武利，奥村美都子，上野頼昭．京都府立医科大
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付記　大澤徹翁をしのんで．京府医大誌　�����������
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 は じ め に

　京都府立医科大学雑誌が明治��年以来���
年の歴史を重ねて，�����号の歴史を記録して
きた．まずその歴史を概観するとともに，京都
府立医科大学雑誌のアーカイブスとしての意
義，アーカイブスの現状，日本政府による公文
書管理法制定化の動きなどとともに，今後の本
学でのアーカイブスについて考えてみたい．
　アーカイブスは古記録，歴史資料ないしは記
録（以上いずれも複数形），公文書保存館，歴史
資料館などの意味を持つ．ここではこれらの意
味を含めてアーカイブスを使いたい．

�医大誌���年のあゆみ

　京都療病院創立以来，今日までの本学での出
版物としては療病院新聞（����（明治�）年，�
号まで），療病院日講録（����（明治�）年～����
（明治�）年，号数不詳），西医雑報（����（明
治�）年～����（明治��）年，��号まで），療
病院雑誌（����（明治��）年～����（明治��）
年，��号まで），京都医事雑誌（����（明治��）
年～����（明治��）年，��号まで），京都医学
会雑誌（����（明治��）年～����（明治��）年，
���号まで）など，少なくとも���編が出版さ
れている．
　����（明治��）年に校友会が発足，その構成
員は職員，卒業生，及び生徒で，目的は「相互
の知識を交換し，体力を練り，徳義を養い，以
て校風を振起，同窓の和親を謀る」としている．
翌年の����（明治��）年にはその機関誌とし
て校友会雑誌の第�号が刊行され，総説，医学
論文および雑報から構成されている．それ以来
雑誌名は学友会雑誌，京都府立医科大学学友会
雑誌と名称が変更された．

　����（大正��）年には学位授与権の承認にと
もなって学内に学術集談会が発足し，京都府立
医科大学学友会雑誌は同年�月発行の第��号か
らタイトルを京都府立医科大学雑誌と改題し，
その���号（����（大正��年�月発行）は第
百号記念増大号として発行した．����（昭和�）
年には通巻���号を純医学雑誌に衣替えし京都
府立医科大学雑誌の第�巻�号とし，それ以降
巻・号を用いるとともに，校友会雑誌からの通
巻号数を併記してきた．
　この際学術論文以外は学内広報，学生関係の
記事は，京都府立医科大学学友会，学内付録，
京都府立医科大学学内時報と名前を変え昭和�
年まで発行され，����（昭和�）年には京都府
立医科大学新聞に受け継がれた．
　また同窓会に関しては，京都府立医科大学学
友会通信（����～����（昭和��～��）年），青
蓮会報（����（昭和��年）以降）に受け継が
れている．
　第�次世界大戦末期の����（昭和��年）に
は印刷用紙の配給の遅延などにより発行が出来
なかったが，この年以外の���年間，号を重ね
て�����号が刊行されたことになる．この経過
を表にしたものを，前報より引用して示した１）．
　この間の京都府立医科大学雑誌およびその他
の出版物を通覧すると，医学・医療の進歩に止
まらず，京都府立医科大学，医学教育制度の変
遷，人事異動，学生生活の移り変わりなどを追
うことが出来る．

 アーカイブスの意義

　ベルリンの壁が崩壊して数年後，コペンハー
ゲンでの学会に出席した後，京都療病院�代
目のお雇い医師，�������氏の墓参を計画し，
��������大学のおよび�������氏終焉の町，
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�����を訪れた．その際�������大学では，大学
図書館および資料館（���������	���	�
���）から
�������氏の業績，所蔵著書のリストとともに，
日本からの帰国後����（明治��）年に�������
大学へ提出された講師への採用申請書，講師へ
の採用を決めた教授による評価結果など約��
点の史料が得られた．
　�����の町は現在でも人口約��万の小都市で
あるが，大学院学生が州政府文書館に週�日勤
務していて，彼から�������氏が����（明治��）
年から亡くなる����（大正��）年まで住んだ
家の住所と地図，侯爵家の侍医，保健所の医官，
裁判医としての活動を示す書類，新聞��������
�������に掲載された死亡記事と追悼文などの
コピーの提供を受けた．
　東ドイツに位置した�������大学において，
また小都市�����において�世紀前の史料が残
されているのみならず，公開可能な形で管理さ
れていることに感銘を受けた．

　このようなヨーロッパにおけるアーカイブス
は，フランス革命後に設置されたフランス国立
中央文書館が始まりと言われ，ヨーロッパでは
各都市に公文書館が置かれ，歴史的な文書を管
理しているとのことである２）．
　������の����������	��
��階には医学史の
展示があり，��������	
�����（本学初代のお雇
い医師ヨンケルによるエーテル吸入器）が，ジ
エンナーが種痘に用いたメス，パストウールの
使った実験装置などと共に展示されている．
　一方日本では，����（昭和��）年に山口県文
書館が日本最初の公文書館として，また�番目
の公文書館として����（昭和��）年に京都府
立総合資料館が設立されている．京都府立総合
資料館所蔵品のうち，����（慶応�）年から����
（昭和��）年までの行政文書約�万�千点は，
����（平成��）年に国の重要文化財に指定され
ている．
　日本政府では，国立公文書館（����（昭和��）

��� 森　本　武　利

表�　　京都府立医科大学雑誌　�����号のあゆみ
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年開設）のほか，�つのアーカイブスがあるのみ
で，社会保険庁の年金記録の不明問題を含め，
公文書保管に関する意識が問われている．現在
日本政府では「公文書管理のあり方等に関する
有識者会議」により公文書の管理に関する討議
を進め，来年度には「公文書管理法」の法案成
立を目指しているとのことである３）．

 本学のアーカイブス

　本学の歴史資料に関しては，京都府立医科大
学八十年史に京都府立医科大学史料室保管史料
リストがある４）．また百周年記念誌の編纂に際
して多くの史料が集められ，その一部がマイク
ロフィッシュとして保存されている５）．しかし
その後資料室，図書館の移転にともない，その
所在が不明となったものも少なく無い．その後
京都府立医科大学創立���周年記念事業の一環
として，「創立百二十五周年記念誌」が編纂さ
れ，この中に各種の資料を収録した．また「京
都府立医科大学付属図書館古医書目録」を編纂
することが出来た．同時に現存する八十年史お
よび百周年記念誌の編纂に際して収集された資
料のうち，資料番号を付すことの出来た資料を
「京都府立医科大学所蔵現存資料仮目録」として
記録した．また前社会科学教室教授の新村拓先
生により，多くの資料を整理頂き，ファイルの
形で保存されている．
　前項で述べた「公文書管理法」の法案が成立
すると，公文書も今後保管の対象として検討が
必要となってこよう６）．

　本学にも他の公的機関同様，「京都府立医科
大学文書分類及び文書保存年数に関する規程」
が����（昭和��）年に定められている．これ
によると人事記録，教授会記録，学籍簿など一
部を除いて，保存年数が�，�，��，��年に分類
され，この期間が過ぎると廃棄される．かって
は永年保存されていた診療録，レントゲンフイ
ルムも現在では�年保存と規程されている．ス
ペースの問題から避けられない点もあったが，
電子記録化が可能となった現在，文書保存年数
の見直しも必要であろう．
　最後に本学にとって特に重要なことは，���
年の歴史を持つ本学に蓄えられた資料の重要性
を認識し，その保管と閲覧を可能にすることで
あろう．本学の���年の資料がしかるべく整理
されれば，重要文化財の価値があることは，京
都府立資料館の例でも明らかである．しかし資
料の管理には多忙な図書館員の協力を得ている
のが現状である．また残された未整理の資料の
目録作成や，電子資料化の仕事も残されてい
る．
　資料の整理にはそれなりのノウハウも必要で
ある．それに加えてその資料の必要性や意義を
判断するためにも，�次資料としての医大誌の
役割がある．
　医学・医療の目まぐるしい進歩と変遷の中に
あって，京都府立医科大学雑誌が�����号を迎
えたことを機会に，そのアーカイブスとしての
重要性をも再確認したいものである．

���）森本武利，奥村美都子，上野頼昭．京都府立医科大
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 は じ め に

　京都府立医科大学は，皆様よくご存じのよう
に，����年（明治�年）に京都療病院の設立に
より誕生しました．その��年後の����年（明
治��年）には，京都府立医科大学雑誌の元とな
る「京都府医学校友会雑誌」が，発行されまし
た．その後，「京都府医学校校友会雑誌」が，「学
友会雑誌」と名称を変え，さらに「京都府立医
科大学学友会雑誌」を経て，����年（大正��
年）に「京都府立医科大学雑誌」が発行される
に至りました．本号は，最初の校友会雑誌から
ちょうど����号となる記念すべき号となりま
した．
　これも伝統あるわが校ならではの喜びである
と思います．

�編集委員長としての�年間

　私と京都府立医科大学雑誌とのかかわりは長
く，森本武利名誉教授が，編集委員長を務めて
おられた間，何時からかは，定かではありませ
んが，編集委員として，参画させていただいた
ときから始まります．記録によれば，昭和��年
（����年）には，すでに編集委員を拝命していま
すので，本年�月末までで，少なくとも��年間，
関与させていただけたことになります．
　また森本委員長在任の途中からは，副編集委
員長となり，委員長のご指導下で，いろいろ教
えていただきました．おかげさまで，����年
（平成��年）に森本委員長より，編集委員長を
引き継いだときも，それほどとまどうことな
く，責を果たすことができたかと思います．
　とはいっても，京都府立医科大学雑誌の編集
で大きな変革はいくつかありました．
　まずあげられるのが，投稿論文数の激減で

す．それまでの京都府立医科大学雑誌は，学位
論文の掲載誌としての役割を果たしていまし
た．すなわち，本学で取得する学位論文のほと
んどが，京都府立医科大学雑誌に掲載されてい
ました．平均して年間���近くあったかと思わ
れます．また，学位と関係なくても，積極的に
論文を投稿していただけることも結構多かった
のです．したがって，京都府立医科大学雑誌と
しての採算はほぼ合っていたように思えます．
　しかしながら，時代の流れで，まず学位論文
が，できるだけ英文誌，それもインパクトファ
クターのついている英文誌に掲載されることが
推奨されるようになったことが，京都府立医科
大学雑誌のあり方の根幹にかかわる問題になっ
てきました．以前の学位論文は，単著を原則と
していました．したがって，多くの場合共著と
なる英文誌は，学位論文としては，多少，難し
かったのです．それが，インパクトファクター
の付いている英文誌なら，共著でもよいという
ことになり，一挙に学位論文が英文誌に流れた
のです．
　このこと自体は，大学にとって悪いことでは
なく，研究の質の向上に大いに貢献したのです
が，京都府立医科大学雑誌にとっては，学位論
文数が激減するという結果に見舞われたので
す．
　また，学位以外の論文も同様で，少しでもイ
ンパクトファクターの高い英文誌の掲載を目指
すようになっていきました．
　このような大きな変化の中で，京都府立医科
大学雑誌をどのように位置づけるか，編集委員
会の中で喧々諤々と意見が交わされました．そ
の結果，多くの方に興味を持っていただけるよ
うな総説を増やしたり，特集号を組んだり，気
軽に読める医学フォーラム欄，情報交換の場と
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して，教室，臨床部門の紹介，関連病院の紹介，
学会・研究会の案内や研究会の抄録掲載など，
いろいろな記事を掲載することで，多くの方々
に興味を持っていただけるよう工夫と努力を重
ねてきました．このような企画をするにあたっ
ては，編集委員の先生方の熱心な議論と事務局
の方々の助力を得て，はじめて成しえたもので
あります．そして，何とか私が編集委員長を退
任する本年�月まで持ちこたえたわけです．
　ここに改めて，編集委員の諸先生方ならびに
事務局の方々に感謝いたします（表�）．

 

 今後の京都府立医科大学雑誌に期待する

　以上のような経過で，かろうじて京都府立医
科大学雑誌を存続させることしかできなかった
私ですが，後任として高松哲郎教授に委員長を
引き受けていただくことになりました．
　私が編集委員長の時にはできなかったオンラ
インジャーナル化やその他のいくつかの問題に
取り組んでいかれることと思います．そして，
ますます京都府立医科大学雑誌が皆様方をひき
つけるような魅力あるものにしていかれること
と期待しています．
　����号続いた雑誌です．����号，����号へ
とさらに発展していくことを祈念致します．
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